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令和 8 年 9 月 1 日 (火曜日) 千 葉 県 報 第１４１７４号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

告 
 

示 

○ 

救
急
病
院
の
認
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
実
態
調
査
の
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

千
葉
海
区
に
お
け
る
漁
業
の
免
許 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

○ 

漁
業
の
制
限
措
置
及
び
許
可
を
申
請
す
べ
き
期
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

 
 

公 
 

告 

○ 

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号 

 

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
□
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
□
第
一
条
に
規
定
す
る
医
療
機
関
と

し
て
救
急
業
務
に
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
あ
□
た
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
認
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 
熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

名 
 

 
 

 

称 

所 
 

 

在 
 

 

地 
認
定
の
有
効
期
限 

医
療
法
人
社
団
誠
馨
会 

セ

コ
メ
デ
□
□
ク
病
院 

船
橋
市
豊
富
町
六
九
六
番
地
一 

令
和
十
一
年
八
月
二
十
八

日 
  

千
葉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号 

 

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
実
態
調
査
を
実
施
す
る
の
で
□
千
葉
県
統
計
調
査
条
例
□
昭
和
二
十
五
年
千
葉
県

条
例
第
一
号
□
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

調
査
の
名
称 

 
 

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
実
態
調
査 

二 

調
査
の
目
的 

 
 

本
県
の
県
民
活
動
に
対
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
お
け
る
組
織
運
営
や
財
務
状
況
等
の
現
状
及
び
活
動
上
の
課
題
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
□ 

三 

調
査
事
項 

 

１ 

法
人
の
属
性
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

２ 

事
業
及
び
活
動
全
般
の
状
況
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

３ 

財
務
状
況
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

４ 

連
携
□
協
働
及
び
共
創
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

５ 

内
閣
府
ウ
□
ブ
報
告
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

６ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
に
係
る
Ａ
Ｉ
チ
□
□
ト
ボ
□
ト
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
□ 

 

７ 

新
し
い
公
益
信
託
制
度
に
関
す
る
こ
と
□ 

四 

調
査
の
範
囲 

 
 

千
葉
県
又
は
千
葉
市
認
証
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

五 

調
査
の
期
日 

 
 

令
和
八
年
四
月
一
日
現
在
で
行
う
□ 

六 

調
査
の
方
法 

 
 

知
事
が
□
四
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
調
査
票
を
配
付
し
□
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
□ 

七 

結
果
の
公
表 

 
 

知
事
は
□
調
査
結
果
を
千
葉
県
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
に
よ
り
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号 

 

地
方
自
治
法
□
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
□
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
□
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
□
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
□
別
表
第
一
博
物
館
の
項
に
規
定

す
る
入
場
料
□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
入
館
者
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の
に
限
る
□
□
の

納
付
事
務
の
委
託
を
受
け
る
指
定
納
付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

名

称 

住
所
又
は
事
務
所
の

所
在
地 

納
付
事
務
の
委
託
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
期
間 

指
定
を
し
た
日 

株
式
会
社
エ
イ
ジ
オ

ン 

東
京
都
港
区
芝
五
丁

目
二
九
番
二
〇
号 

令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で 

令
和
八
年
六
月

十
九
日 

  
千
葉
県
告
示
第
四
百
五
十
五
号 

 

漁
業
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
□
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年

九
月
一
日
付
け
で
千
葉
海
区
に
お
け
る
共
同
漁
業
を
次
の
と
お
り
免
許
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

公

示

番

号 
免

許

番

号 

漁

業

権

者

の

住

所 

漁

業

権

者

の

名

称 

短
共
第
一
号 

短
共
第
一
号 

市
川
市
塩
浜
一
丁
目
一
七
番
三 

市
川
市
漁
業
協
同
組
合 

 
 

 
 

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

8

年

9

月

1

日 

定 
 

例 

 



 
 

 

二 

千 葉 県 報 第１４１７４号 令和 8 年 9 月 1 日 (火曜日) 
 

 
 

 

 
 

号 
 

短
共
第
二
号 

短
共
第
二
号 

船
橋
市
湊
町
一
丁
目
二
四
番
六

号 

船
橋
市
漁
業
協
同
組
合 

短
共
第
三
号 

短
共
第
三
号 

〃 

〃 

 

備
考 

公
示
番
号
と
は
□
令
和
八
年
四
月
二
十
一
日
に
変
更
し
た
千
葉
海
区
漁
場
計
画
に
定
め
る
公
示

番
号
を
い
う
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
五
十
六
号 

 

漁
業
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
□
第
五
十
八
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同

法
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
千
葉
県
漁
業
調
整
規
則
□
令
和
二
年
千
葉
県
規
則
第
六
十
一
号
□
以
下
□
規

則
□
と
い
う
□
□
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
う
な
ぎ
稚
魚
漁
業
に
つ
き
□
制
限
措
置
及
び
許
可

を
申
請
す
べ
き
期
間
を
次
の
と
お
り
定
め
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

制
限
措
置
の
内
容 

 

そ
の
一 

 
 

１ 

漁
業
種
類 

 
 

 
 

か
ぐ
ら
網
漁
業(

利
根
川
に
お
い
て
ふ
く
ろ
網
に
よ
り
う
な
ぎ
の
稚
魚
を
と
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
漁
業
を
い
う
□)

 

 
 

２ 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
四
月
三
十
日
ま
で 

 
 

３ 

操
業
区
域
□
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許
可
を
す
べ
き
漁
業
者
の
数 

操 
 

 

業 
 

 

区 
 

 

域 

漁
業
を
営
む
者
の
資
格 
許
可
を
す
べ
き

漁
業
者
の
数 

共
同
漁
業
権
内
共
第
十
一
号
及
び
内
共
第
十

二
号
□
令
和
五
年
九
月
一
日
免
許
□
の
漁
場

の
区
域
□
規
則
第
三
十
六
条
第
二
項
に
定
め

る
区
域
を
除
く
□
□
並
び
に
黒
部
川
の
水
域

の
う
ち
銚
子
市
富
川
町
と
同
市
忍
町
と
の
境

界
線
か
ら
香
取
郡
東
庄
町
笹
川
い
と
同
町
新

宿
と
の
境
界
線
に
至
る
地
先
の
千
葉
県
水
域 

銚
子
市
又
は
香
取
郡
東

庄

町

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

四
人 

 

共
同
漁
業
権
内
共
第
十
二
号
□
令
和
五
年
九

月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
銚
子

市
富
川
町
と
同
市
忍
町
と
の
境
界
線
か
ら
下

流
の
千
葉
県
水
域
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四

分
九
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三
十
六
秒 

銚
子
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と 

四
十
三
人 

 

 
 

 

 
 

 

の
点
及
び
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
二
十
秒

東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三
十
八
秒
の
点
の

見
通
し
線
と
北
緯
三
十
五
度
四
十
五
分
十
五

秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七
分
十
六
秒
の
点
及

び
北
緯
三
十
五
度
四
十
五
分
二
十
一
秒
東
経

百
四
十
度
四
十
七
分
二
十
四
秒
の
点
の
見
通

し
線
に
挟
ま
れ
た
水
域
に
あ
□
て
は
□
北
緯

三
十
五
度
四
十
四
分
九
秒
東
経
百
四
十
度
四

十
九
分
三
十
六
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度
四

十
四
分
二
十
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三

十
八
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
二

十
五
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
一
秒
の

点
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
三
十
七
秒
東

経
百
四
十
度
四
十
八
分
三
十
五
秒
の
点
□
北

緯
三
十
五
度
四
十
四
分
五
十
二
秒
東
経
百
四

十
度
四
十
八
分
八
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度

四
十
五
分
二
十
一
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七

分
二
十
四
秒
の
点
及
び
北
緯
三
十
五
度
四
十

五
分
十
五
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七
分
十
六

秒
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
公
有
水
面
と

陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
□
て
囲
ま
れ
た
水
域

に
限
る
□
□ 

認
め
ら
れ
る
者 

 

そ
の
二 

 

１ 

漁
業
種
類 

 
 

 

ふ
く
ろ
網
漁
業 

２ 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
四
月
三
十
日
ま
で 

 

３ 

操
業
区
域
□
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許
可
を
す
べ
き
漁
業
者
の
数 

操 
 

 

業 
 

 

区 
 

 

域 

漁
業
を
営
む
者
の
資
格 

許
可
を
す
べ
き

漁
業
者
の
数 

横
芝
堰
か
ら
下
流
の
栗
山
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
及
び
大
布
川
□
河
口
か

ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
の
水
域 

 

匝
瑳
市
□
香
取
市
若
し

く
は
山
武
市
又
は
香
取

郡
多
古
町
若
し
く
は
山

武
郡
芝
山
町
若
し
く
は

横
芝
光
町
内
に
住
所
を

有
し
□
か
つ
□
採
捕
し 

七
人 

 

 
 

 



  

三 
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た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適

正
な
流
通
の
枠
組
み
の

も
と
で
販
売
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者 

 

松
潟
堰
か
ら
下
流
の
一
宮
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域 

長
生
郡
一
宮
町
又
は
長

生

村

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

三
人 

 

そ
の
三 

 

１ 

漁
業
種
類 

 
 

 

ひ
き
網
漁
業 

２ 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
四
月
三
十
日
ま
で 

 

３ 

操
業
区
域
□
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許
可
を
す
べ
き
漁
業
者
の
数 

操 
 

 

業 
 

 

区 
 

 

域 

漁
業
を
営
む
者
の
資
格 

許
可
を
す
べ
き

漁
業
者
の
数 

利
根
川
河
口
堰
管
理
橋
下
流
端
及
び
黒
部
川

大
橋
上
流
端
か
ら
香
取
郡
東
庄
町
と
銚
子
市

と
の
境
界
ま
で
の
利
根
川
□
千
葉
県
水
域

□
規
則
第
三
十
六
条
第
二
項
に
定
め
る
区
域

を
除
く
□
□
に
限
る
□
□
並
び
に
黒
部
川
水

門
下
流
端
か
ら
下
流
の
黒
部
川
の
水
域 

銚
子
市
又
は
香
取
郡
東

庄

町

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

三
人 

 

そ
の
四 

 

１ 

漁
業
種
類 

 
 

 

す
く
い
網
漁
業 

２ 

漁
業
時
期 

 
 

 
 

令
和
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
四
月
三
十
日
ま
で 

 

３ 

操
業
区
域
□
漁
業
を
営
む
者
の
資
格
及
び
許
可
を
す
べ
き
漁
業
者
の
数 

操 
 

 

業 
 

 

区 
 

 

域 

漁
業
を
営
む
者
の
資
格 

許
可
を
す
べ
き

漁
業
者
の
数 

共
同
漁
業
権
内
共
第
十
一
号
及
び
内
共
第
十

二
号
□
令
和
五
年
九
月
一
日
免
許
□
の
漁
場 

銚
子
市
又
は
香
取
郡
東

庄

町

内

に

住

所

を

有 

二
十
一
人 

 
 

 
 

 
 

 

の
区
域
□
規
則
第
三
十
六
条
第
二
項
に
定
め

る
区
域
を
除
く
□
□
並
び
に
黒
部
川
の
水
域

の
う
ち
銚
子
市
富
川
町
と
同
市
忍
町
と
の
境

界
線
か
ら
香
取
郡
東
庄
町
笹
川
い
と
同
町
新

宿
と
の
境
界
線
に
至
る
地
先
の
千
葉
県
水
域 

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

 

共
同
漁
業
権
内
共
第
十
二
号
□
令
和
五
年
九

月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
銚
子

市
富
川
町
と
同
市
忍
町
と
の
境
界
線
か
ら
下

流
の
千
葉
県
水
域
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四

分
九
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三
十
六
秒

の
点
及
び
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
二
十
秒

東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三
十
八
秒
の
点
の

見
通
し
線
と
北
緯
三
十
五
度
四
十
五
分
十
五

秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七
分
十
六
秒
の
点
及

び
北
緯
三
十
五
度
四
十
五
分
二
十
一
秒
東
経

百
四
十
度
四
十
七
分
二
十
四
秒
の
点
の
見
通

し
線
に
挟
ま
れ
た
水
域
に
あ
□
て
は
□
北
緯

三
十
五
度
四
十
四
分
九
秒
東
経
百
四
十
度
四

十
九
分
三
十
六
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度
四

十
四
分
二
十
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
三

十
八
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
二

十
五
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
九
分
一
秒
の

点
□
北
緯
三
十
五
度
四
十
四
分
三
十
七
秒
東

経
百
四
十
度
四
十
八
分
三
十
五
秒
の
点
□
北

緯
三
十
五
度
四
十
四
分
五
十
二
秒
東
経
百
四

十
度
四
十
八
分
八
秒
の
点
□
北
緯
三
十
五
度

四
十
五
分
二
十
一
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七

分
二
十
四
秒
の
点
及
び
北
緯
三
十
五
度
四
十

五
分
十
五
秒
東
経
百
四
十
度
四
十
七
分
十
六

秒
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
公
有
水
面
と

陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
□
て
囲
ま
れ
た
水
域

に
限
る
□
□ 

銚
子
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

一
人 

 

横
芝
堰
か
ら
下
流
の
栗
山
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
ま
で
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
及
び
大
布
川
□
河
口
か

ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限 

匝
瑳
市
□
香
取
市
若
し

く
は
山
武
市
又
は
香
取

郡
多
古
町
若
し
く
は
山

武
郡
芝
山
町
若
し
く
は 

百
二
十
九
人 
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る
□
□
の
水
域
並
び
に
こ
れ
ら
の
河
川
の
河

口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以
内

の
海
域 

横
芝
光
町
内
に
住
所
を

有
し
□
か
つ
□
採
捕
し

た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適

正
な
流
通
の
枠
組
み
の

も
と
で
販
売
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者 

 

清
水
堰
か
ら
下
流
の
南
白
亀
川
□
支
派
川

□
分
岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域

に
限
る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域
及
び
当
該

河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□

ト
ル
以
内
の
海
域 

長
生
郡
白
子
町
内
に
住

所
を
有
し
□
か
つ
□
採

捕
し
た
う
な
ぎ
の
稚
魚

を
適
正
な
流
通
の
枠
組

み
の
も
と
で
販
売
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
者 

百
七
人 

 

潮
止
堰
か
ら
下
流
の
夷
隅
川
□
旧
夷
隅
川
残

存
水
面
及
び
支
派
川
□
分
岐
点
か
ら
五
百

メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限
る
□
□
を
含

む
□
□
□
三
軒
屋
川
□
江
場
土
橋
下
流
端
か

ら
下
流
の
江
場
土
川
□
文
塚
橋
下
流
端
か
ら

下
流
の
塩
田
川
並
び
に
勝
浦
市
□
い
す
み
市

及
び
夷
隅
郡
御
宿
町
の
区
域
内
に
河
口
を
有

す
る
河
川
□
河
口
か
ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル

以
内
の
水
域
に
限
る
□
□
の
水
域
並
び
に
こ

れ
ら
の
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三

百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

勝
浦
市
若
し
く
は
い
す

み
市
又
は
夷
隅
郡
大
多

喜
町
若
し
く
は
御
宿
町

内
に
住
所
を
有
し
□
か

つ
□
採
捕
し
た
う
な
ぎ

の
稚
魚
を
適
正
な
流
通

の
枠
組
み
の
も
と
で
販

売
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
者 

百
七
十
一
人 

 

横
渚
橋
下
流
端
か
ら
四
十
メ
□
ト
ル
下
流
の

潮
止
堰
か
ら
下
流
の
加
茂
川
□
東
条
大
橋
下

流
端
か
ら
三
百
二
十
メ
□
ト
ル
下
流
の
ゴ
ム

引
布
製
起
伏
堰
か
ら
下
流
の
待
崎
川
並
び
に

鴨
川
市
及
び
南
房
総
市
□
旧
白
浜
町
□
旧
千

倉
町
□
旧
丸
山
町
及
び
旧
和
田
町
の
区
域
に

限
る
□
□
の
区
域
内
に
河
口
を
有
す
る
河
川

□
河
口
か
ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水

域
に
限
る
□
□
の
水
域
並
び
に
こ
れ
ら
の
河

川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト

ル
以
内
の
海
域 

鴨
川
市
又
は
南
房
総
市

内
に
住
所
を
有
し
□
か

つ
□
採
捕
し
た
う
な
ぎ

の
稚
魚
を
適
正
な
流
通

の
枠
組
み
の
も
と
で
販

売
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
者 

七
十
六
人 

 

小
櫃
堰
か
ら
小
櫃
橋
下
流
端
ま
で
の
小
櫃
川

□
支
派
川
□
分
岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以 

木
更
津
市
□
君
津
市
又

は
袖
ケ
浦
市
内
に
住
所 

二
十
九
人 

 
 

 
 

 
 

 

内
の
水
域
に
限
る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域 

を
有
し
□
か
つ
□
採
捕

し
た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を

適
正
な
流
通
の
枠
組
み

の
も
と
で
販
売
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
者 

 

五
井
大
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
養
老
川
□
支

派
川
□
分
岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の

水
域
に
限
る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域 

市
原
市
又
は
夷
隅
郡
大

多
喜
町
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

五
人 

 

市
川
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
共
同
漁
業
権
内

共
第
十
一
号
□
令
和
五
年
九
月
一
日
東
京
都

知
事
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
□
市
川
市
地
先

の
千
葉
県
水
域
に
限
る
□
□
及
び
市
川
市
内

の
水
路
の
水
域 

市
川
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

五
人 

 

共
同
漁
業
権
共
第
五
十
七
号
□
令
和
五
年
九

月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
銚
子

市
海
鹿
島
町
と
同
市
君
□
浜
と
の
境
界
線
か

ら
同
市
名
洗
町
と
同
市
西
小
川
町
と
の
境
界

線
に
至
る
漁
場
の
区
域
及
び
共
第
五
十
六
号

□
令
和
五
年
九
月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区

域
内
に
流
入
す
る
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か

ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

銚
子
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

十
人 

 

共
同
漁
業
権
共
第
五
十
四
号
□
共
第
五
十
五

号
及
び
共
第
五
十
六
号
□
令
和
五
年
九
月
一

日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
内
に
流
入
す
る
河

川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト

ル
以
内
の
水
域 

旭
市
若
し
く
は
匝
瑳
市

又
は
山
武
郡
横
芝
光
町

内
に
住
所
を
有
し
□
か

つ
□
採
捕
し
た
う
な
ぎ

の
稚
魚
を
適
正
な
流
通

の
枠
組
み
の
も
と
で
販

売
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
者 

九
十
四
人 

 

共
同
漁
業
権
共
第
五
十
号
□
令
和
五
年
九
月

一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
内
に
流
入
す
る 

い
す
み
市
内
に
住
所
を

有
し
□
か
つ
□
採
捕
し 

八
人 

 
 

 
 



  

五 
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河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□

ト
ル
以
内
の
水
域 

た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適

正
な
流
通
の
枠
組
み
の

も
と
で
販
売
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者 

 

共
同
漁
業
権
共
第
五
十
二
号
□
令
和
五
年
九

月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
内
に
流
入
す

る
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百

メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域 

山
武
市
若
し
く
は
大
網

白
里
市
又
は
山
武
郡
九

十
九
里
町
若
し
く
は
横

芝
光
町
若
し
く
は
長
生

郡
一
宮
町
□
長
生
村
若

し
く
は
白
子
町
内
に
住

所
を
有
し
□
か
つ
□
採

捕
し
た
う
な
ぎ
の
稚
魚

を
適
正
な
流
通
の
枠
組

み
の
も
と
で
販
売
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
者 

三
十
七
人 

 

共
同
漁
業
権
共
第
四
十
号
□
令
和
五
年
九
月

一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
内
に
流
入
す
る

河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□

ト
ル
以
内
の
水
域 

鴨
川
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

三
十
五
人 

 

駒
込
堰
か
ら
下
流
の
新
川
□
支
派
川
□
分
岐

点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域
及
び
当
該
河
川

の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル

以
内
の
海
域 

旭
市
又
は
匝
瑳
市
内
に

住
所
を
有
し
□
か
つ
□

採
捕
し
た
う
な
ぎ
の
稚

魚
を
適
正
な
流
通
の
枠

組
み
の
も
と
で
販
売
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

者 

六
十
人 

 

加
勢
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
木
戸
川
の
水
域

及
び
当
該
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径

三
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

山
武
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

八
十
人 

 

大
中
堰
か
ら
下
流
の
作
田
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限 

東
金
市
若
し
く
は
山
武

市
又
は
山
武
郡
九
十
九 

百
二
十
五
人 

 
 

 
 

 
 

 

る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域
及
び
当
該
河
川

の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル

以
内
の
海
域 

里

町

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

 

小
沼
田
堰
か
ら
下
流
の
真
亀
川
の
水
域
及
び

当
該
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百

メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

東
金
市
若
し
く
は
大
網

白
里
市
又
は
山
武
郡
九

十
九
里
町
内
に
住
所
を

有
し
□
か
つ
□
採
捕
し

た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適

正
な
流
通
の
枠
組
み
の

も
と
で
販
売
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
者 

五
十
二
人 

 

殿
里
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
堀
川
の
水
域
及

び
当
該
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三

百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

大
網
白
里
市
内
に
住
所

を
有
し
□
か
つ
□
採
捕

し
た
う
な
ぎ
の
稚
魚
を

適
正
な
流
通
の
枠
組
み

の
も
と
で
販
売
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
者 

三
十
人 

 

松
潟
堰
か
ら
下
流
の
一
宮
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域 

長
生
郡
一
宮
町
又
は
長

生

村

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

十
九
人 

 

松
潟
堰
か
ら
下
流
の
一
宮
川
□
支
派
川
□
分

岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域
及
び
当
該
河
川

の
河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル

以
内
の
海
域 

長
生
郡
一
宮
町
又
は
睦

沢

町

内

に

住

所

を

有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

四
十
六
人 

 

小
糸
川
人
見
堰
か
ら
下
流
の
小
糸
川
□
支
派

川
□
分
岐
点
か
ら
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水 

君
津
市
又
は
富
津
市
内

に

住

所

を

有

し

□

か 

九
人 
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域
に
限
る
□
□
を
含
む
□
□
の
水
域 

つ
□
採
捕
し
た
う
な
ぎ

の
稚
魚
を
適
正
な
流
通

の
枠
組
み
の
も
と
で
販

売
す
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
者 

 

亥
鼻
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
印
旛
放
水
路
の

水
域 

千
葉
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

五
人 

 

館
山
市
内
に
河
口
を
有
す
る
河
川
□
河
口
か

ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限

る
□
□
の
水
域
及
び
当
該
河
川
の
河
口
の
中

心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

館
山
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

十
人 

 

旭
市
及
び
匝
瑳
市
□
旧
野
栄
町
の
区
域
に
限

る
□
□
の
区
域
内
に
河
口
を
有
す
る
河
川

□
河
口
か
ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
水

域
に
限
る
□
□
の
水
域
並
び
に
当
該
河
川
の

河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以

内
の
海
域 

旭
市
又
は
匝
瑳
市
内
に

住
所
を
有
し
□
か
つ
□

採
捕
し
た
う
な
ぎ
の
稚

魚
を
適
正
な
流
通
の
枠

組
み
の
も
と
で
販
売
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

者 

七
十
八
人 

 

富
津
市
富
津
の
区
域
内
に
河
口
を
有
す
る
河

川
□
河
口
か
ら
上
流
五
百
メ
□
ト
ル
以
内
の

水
域
に
限
る
□
□
の
水
域
及
び
当
該
河
川
の

河
口
の
中
心
点
か
ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以

内
の
海
域 

富
津
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

九
人 

 

富
津
市
青
木
又
は
同
市
西
川
の
区
域
内
に
河

口
を
有
す
る
河
川
□
河
口
か
ら
上
流
五
百

メ
□
ト
ル
以
内
の
水
域
に
限
る
□
□
の
水
域 

富
津
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

三
人 

 

 
 

 

 
 

 

共
同
漁
業
権
共
第
五
十
七
号
□
令
和
五
年
九

月
一
日
免
許
□
の
漁
場
の
区
域
の
う
ち
基
点

北
二
十
二
号
の
点
か
ら
銚
子
市
海
鹿
島
町
と

同
市
君
□
浜
と
の
境
界
線
に
至
る
漁
場
の
区

域
内
に
流
入
す
る
河
川
の
河
口
の
中
心
点
か

ら
半
径
三
百
メ
□
ト
ル
以
内
の
海
域 

銚
子
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

十
一
人 

 

吾
妻
橋
下
流
端
か
ら
下
流
の
岩
瀬
川
の
水
域 

富
津
市
内
に
住
所
を
有

し
□
か
つ
□
採
捕
し
た

う
な
ぎ
の
稚
魚
を
適
正

な
流
通
の
枠
組
み
の
も

と
で
販
売
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
者 

三
人 

 

二 

許
可
を
申
請
す
べ
き
期
間 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で 

公

告 

 
 

 

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任 

 

土
地
改
良
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
□
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
□
野
田
市

五
駄
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

退
任
理
事 

 

野
田
市
尾
崎
台
二
〇
番
地
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石 

原 
 

善 

三 
 

 
 

             

 
 

 

購
読
料 

本
号 

 

一
部 

 
 

 
 

 

一
八
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発 

行 

者 
 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

 
 

 

千 
 

 
 

 

葉 
 

 
 

 

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
読
申
込
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
四
三
□
二
二
三
□
二
六
五
八 

 


